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教員養成課程の学生における
授業のデザイン原則の理解のつまずき

河崎美保（静岡大学）

キーワード： ，教員養成，個人的信念

問題と目的

教師の専門的な知識の一つである一般的な教育

方 法 に 関 す る 知 識 で あ る （

）は授業

における学習者の認知的活性化（

）といった実践の質に影響するなど重

要な役割をもつ（たとえば， ）。

そこで本研究は，教員養成課程の学生に対して

を教授する上で効果的な授業設計を検討する。

として特に，効果的な学習環境を設計する

際の つの原則（ブランスフォードら ）を

教授する科目を対象とする。同様の実践を行った

河﨑（ ）では「学習者中心」，「知識中心」の

原則についてねらいとする理解に至った学生が比

較的少なかったことから，この原則に焦点を当て

て改善を図った授業を実践・評価すると共に，

の形成のされ方を検討することとした。

方 法

対象

教員養成系学部 〜 年次の学生 名。

実践の概要

半期の講義科目（選択）において，学習環境の

デザイン原則である「学習者中心」「知識中心」「評

価中心」「共同体中心」の理解を促進する授業を行

った。 は学習時間を確保するための知識と，

確保できた時間の中で学習の質を高めるための知

識とに大きく分けられるが（ ），

本講義の内容は後者に属するといえる。

本研究では各原則について次のような内容に焦

点をあてた。「学習者中心」：学習者の持ち込む既

有知識や経験を考慮する。「知識中心」：思考にお

ける知識の重要性。体制化された知識が理解であ

る。「評価中心」： 手法は暗黙のうちに特定の認

知モデルを前提としており適切な手法であるかも

含めて評価する必要がある。 学習者が何を学ん

だかを知り授業改善にいかすことが重要である。

「共同体中心」：教室，学校，学校，家庭，地

域，文化といった様々なレベルの共同体に所属し

ており価値観や規範が異なる可能性に配慮する必

要がある。

それぞれの原則について基本的には複数の資料

を用意し知識構成型ジグソー法を用いて学ぶこと

を中心とした授業を行った。前年度の実践（河﨑

）と比べると，受講生が増加し模擬授業にか

かる時間数が増えたため，「評価」，「共同体」に関

する学習内容，時間数を減らした。

つの原則について学期のはじめに現在の考え

の記述を求め，事前調査とした。学期末のレポー

ト内で，事前の記述を見返して，現在はどのよう

に理解しているかを課題の一つとして出し，その

記述を事後調査とした。

結果と考察

事前，事後調査において各原則について「方法」

に示した内容を記述しているかを分析し，該当す

る学生の数を集計し に示した。

「評価」や「共同体」については河﨑（ ）

と比べて事後の理解率が低く，学習内容，時間数

の減少によると考えられる。これに対して，「知識」

や「学習者」は前年度より事後の理解率が比較的

高かったが，両方に理解を示した受講生（ 名）

に対して，どちらも該当しない受講生が 名と二

分化の傾向がみられた。そこで，この 名の記述

内容を検討すると，「学習者」では全員が興味・関

心，疑問，適した難易度，主体的といった記述を

し，「知識」では 名が知識の量，正確さ，前提と

なる知識，問題解決のための知識に言及していた。

そのために教師は何を知る必要があるのか，また

それはなぜかという問いを介して，講義で焦点を

当てた認知過程の観点から原則の理解を深めるこ

とに課題があったと考えられた。個人的信念を講

義内容に照らして再考できるようなガイドを強化

した授業設計の必要性と，「伝達」対「構成」で扱

われる信念をより細かな肌理で検討する必要性が

示唆される。
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学習発表指導における心理学的アプローチの効果（ ）
―ミュージカル：「くるみ割人形」を題材にして―

○金子典子（豊田市立中山小学校） 金子幾之輔（愛知みずほ短期大学）

キーワード：学習発表指導，発表の意義，カイ二乗検定

目 的

児童の学習発表指導において最も大切なことは 教師が児童の学習

意欲を向上させ，発表することの意義を理解させることにあると考え

られる。そして 音楽等の教科指導において 自己表現できる機会を可

能な限り設けることである。実際 小学校では毎年 教科学習の成果

を 月に発表する学習発表会を学年単位で実施している。このよう

な行事は 児童ひとりひとりのアイディアと能力を発揮させ「コミュ

ニケーション・スキル」，「結束力」及び「自己効力感」を高めている

と思われる。なぜならば このような行事が教師や児童及び保護者か

ら支持・賞賛されているからである。 確かに当該行事は経験知とし

て成果を上げているようであるが その実証性については明らかにさ

れていると言い難い。そこで 本研究ではミュージカルの「くるみ割

人形」を題材とした学習発表指導において 一連の心理学的アプロー

チを試み 毎回 児童に対して質問紙を実施することによってその効

果を検証する。

方 法

研究倫理 調査開始前に倫理的配慮をする旨を説明し，調査対象者及

び関係者からの了解を得た。

調査対象者 小学校 年生 名

調査時期 年 月～ 年 月

調査手続き 小学校の音楽室で以下のような学習発表指導前（第

回），指導中（第 回～第 回）指導後（第 回～第 回）において

無記名による自由記述式の質問紙調査を行った。調査項目は 第 回

「題材に対する見解」第 回「学習発表練習時の見解」第 回「当

該児童の学習発表練習の様子を撮影した 観察後の見解」第 「学

習発表会直後の見解」第 回「学習発表会に対する保護者等の評価」

第 回「当該児童の学習発表会における様子を撮影した 観察後の

見解」 第 回「学習発表会 か月後の見解」であった。

分析方法 回に亘る質問項目で記述された内容について 研究者

名で協議しながら回ごとに肯定的見解と否定的見解の 要因に分類

し 回の回答結果とクロス集計した。そして × 表のχ 検定を

行った。

結 果

指導内容別に肯定的見解と否定的見解の項目数をクロス集計し，

χ 検定した結果 項目数の偏りは有意であった χ

。次に 残差分析を行った結果 にみられるように 第

回目以降から学習発表に対する肯定的見解が優位になっているこ

とが分かった。

考 察

第 回 学習発表会の題材についての質問に対する児童の回答は

学校行事等の中で歌うミュージカルの体験がなかったことから 「難

しそうで出来ない」といった否定的見解が大半を占めた 。

第 回 第 回目と同じく学習発表会でミュージカルを歌うことに

対して児童の回答は否定的見解が有意に多かった 。これは ミ

ュージカルがどのようのものであるかをイメージ出来ていない児童

が多かったことによるものといえよう。

第 回 当該児童が自分達のミュージカルの練習場面を撮影した

を 視聴した直後における質問紙調査の回答を分析すると まだミュ

ージカルに対する否定的見解が肯定的見解を上回っていた 。

このことは，当該児童が自分達の演技を客観視し，「声が小さい」等

の欠点に対する気付きの結果を反映したものといえよう（セルフモニ

タリング）。その後，児童達は欠点を改善するために放課時間や家庭

において，友人と協力し合いながら意欲的に学習発表会の練習を繰り

返すようになり，学習発表会では，好結果が得られた（修正フィード

バックの効果）。

第 回 前述のように学習発表会で好結果が得られたこともあって

その直後の質問紙への回答結果は 第 回目の結果とは逆に肯定的見

解が否定的見解を有意に上回った 。この結果は 実際に 「練

習すれば出来る」といった自己効力感等の肯定的見解が多く示された

ことからも頷ける。

第 回 学習発表会に対する保護者等の評価の報告においても「良か

った」，「頑張ったね」等の称賛を付与された方が多い傾向にあった

。

第 回 前述の学習発表会で児童自身が演技した様子を撮影した

を見ての当該児童の質問紙に対する回答結果は 第 ・ 回目と同様に

肯定的見解が否定的見解よりも有意に多かった 。このことは

学習発表会の練習過程において培われた「コミュニケーション・スキ

ル」と「結束力」，そして「自分達も出来る」といったことを確信し

た結果によるものといえよう。

第 回 学習発表会 か月後の質問紙に対する児童の回答結果も 学

習発表会に対する肯定的見解が否定的見解よりも有意に多く

学習発表会に対する肯定的見解が相変わらず持続されていることが

分かった フォローアップ）。そして 学習発表会で得られた成果によ

って，「他の学習場面でも頑張りたい」といった見解 般化 を示す児

童もみられた。

結 論

本研究では 小学校 年生の児童 名を対象にして 回からな

る学習発表指導に一連の心理学的アプローチを導入し 毎回 児童に

対し自由記述式の質問紙を実施することによって その効果検証を試

みた。具体的には 指導内容別に児童の肯定的見解と否定的見解の項

目数をクロス集計しχ 検定を適用した結果 第 回目以降からの学

習発表会に対する肯定的見解の優位性が検証された。

今後は，本研究のような量的検証のみならず，質的内容の検証も具

体的に行う必要がある。
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